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②　

対
象
生
徒

　

主
に
一
〜
三
年
の
理
数
科
生
徒
（
各
一
学
級
）
と
し
、

可
能
な
範
囲
で
普
通
科
理
系
生
徒
も
対
象
と
し
た
。

③　

学
校
設
定
科
目
の
設
置

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
研
究
開
発
課
題
達
成
の
た
め
学
習
指

導
要
領
に
よ
ら
な
い
教
育
課
程
を
編
成
・
実
施
で
き
る
。

本
校
で
は
次
の
学
校
設
定
科
目
を
設
定
し
た
。

○
科
学
総
合
（
一
年
七
単
位
・
二
年
八
単
位
・
三
年
一

〇
単
位
）

　

自
然
科
学
、
情
報
の
基
礎
的
・
基
本
的
知
識
を
広
く

総
合
的
に
学
習
す
る
た
め
に
設
定
し
た
。
具
体
的
に
は
、

通
常
の
物
理
・
化
学
・
生
物
・
情
報
の
基
礎
の
上
に
、

発
展
的
な
内
容
を
加
え
て
実
施
し
た
。
発
展
的
な
内
容

と
し
て
「
連
分
数
か
ら
数
論
へ
」（
図
１
）、「
魔
方
陣
」、

「
お
き
ら
く
統
計
学
」（
図
２
）
な
ど
で
あ
る
。

○
科
学
特
講
（
一
〜
三
年
各
二
単
位
）

　

一
年
生
で
は
、
課
題
研
究
に
必
要
な
実
験
の
基
礎
的

な
技
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、
英
語
を
含
め
た
情
報

発
信
能
力
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
し
た
。
表
１

に
実
施
表
を
示
す
。
は
じ
め
に
赤
ワ
イ
ン
の
蒸
留
（
図

３
）
な
ど
基
礎
実
験
を
実
施
し
、
そ
の
後
実
施
し
た
実

験
内
容
を
日
本
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ま
と
め
る
。

ま
と
め
た
日
本
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
英

語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ま
と
め
る
。
そ
の
際

に
は
、
よ
り
科
学
的
な
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

な
る
よ
う
に
、
県
内
他
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
協
力
も
得
て
英

語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
（
図
４
）
し
、
最
終

的
に
は
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
を
実
施
し

す
る
た
め
の
、
発
音
指
導
な
ど
も
受
け
た
（
図
５
）。
そ

の
後
は
、
二
年
生
末
ま
で
実
施
す
る
課
題
研
究
の
テ
ー

マ
決
定
、
計
画
策
定
と
続
き
、
計
画
が
定
ま
っ
た
班
か

ら
順
次
具
体
的
な
課
題
研
究
に
は
い
り
一
年
生
で
の
授

業
は
終
了
し
た
。

　

二
年
生
で
は
一
年
生
で
計
画
し
た
課
題
研
究
を
本
格

的
に
実
施
し
、
年
度
末
の
一
月
に
最
終
発
表
会
を
行
い

成
果
を
発
表
し
た
。
一
五
〜
一
七
年
度
に
実
施
し
た
課

題
研
究
テ
ー
マ
を
表
２
に
ま
と
め
る

　

三
年
生
で
は
二
年
生
ま
で
に
実
施
し
た
課
題
研
究
を

論
文
と
し
て
ま
と
め
、
外
部
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を

行
っ
た
。

○
科
学
英
語
（
一
年
二
単
位
・
二
年
・
二
単
位
・
三
年

四
単
位
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
科
学
技
術
系
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
関
係
で
、
英
語
力
の
強
化
も

必
要
で
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
事
業
を
実
施
し
た
。

・
英
語
理
科
実
験

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
・
英
語
教
員
・
理
科
教
員
の
協
力
で
次
の
実

験
を
英
語
で
実
施
し
た
。

  
「
顕
微
鏡
の
使
い
方
」・「
重
力
加
速
度
の
測
定
」・「
運

動
の
法
則－

力
と
加
速
度
の
関
係
」「
劈
開
に
関
す
る
実

験
」・「
銀
鏡
反
応
」・「
ブ
タ
の
眼
の
解
剖
」

・
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成

　

一
年
生
で
は
「
科
学
特
講
」
で
実
施
し
た
理
科
基
礎

実
験
の
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
発
表
を

行
っ
た
。
三
年
生
で
は
、
二
年
時
の
課
題
研
究
の
英
語

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
発
表
を
行
っ
た
。

・
英
語
講
演
会
の
実
施

　

海
外
の
研
究
者
を
招
い
て
講
演
会
（
表
３
）
を
理
数

科
生
徒
の
み
な
ら
ず
二
年
生
普
通
科
理
系
生
徒
も
対
象

と
し
実
施
し
た
。
講
師
の
先
生
方
は
、
英
語
で
も
聞
き

や
す
く
な
る
よ
う
演
示
実
験
な
ど
も
交
え
て
わ
か
り
や

す
く
講
演
し
て
下
さ
っ
た
（
図
７
）。

④　

外
部
で
の
研
修

　

普
段
高
校
で
は
経
験
で
き
な
い
実
験
や
実
習
を
外
部

の
研
究
機
関
に
依
頼
し
行
っ
た
。
表
４
に
一
五
〜
一
七

年
度
に
お
世
話
に
な
っ
た
実
習
先
を
ま
と
め
る
。
最
先

端
の
科
学
や
科
学
技
術
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、
自
然

科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
や
課
題
研
究
へ
の
意
欲
が

大
い
に
高
ま
っ
た
。

⑤  
講
演
会
・
特
別
講
義

　

広
く
科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
、
多
く

の
生
徒
を
対
象
と
し
た
講
演
会
（
表
５
）
や
、
理
系
・

理
数
科
生
徒
を
対
象
と
し
研
究
者
に
よ
る
特
別
講
義

（
表
６
）
を
実
施
し
た
。
図
８
は
東
京
大
学
地
震
研
究

所
・
藤
井
敏
嗣
教
授
に
よ
る
「
地
震
・
火
山
研
究
の
最

前
線
」
と
題
し
た
全
校
生
徒
対
象
の
講
演
で
あ
る
。
こ

の
中
で
藤
井
教
授
に
は
本
校
卒
業
生
で
あ
る
故
菊
地
正

幸
氏
（
元
東
京
大
学
地
震
研
究
所
教
授
）
の
業
績
や
人

柄
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
だ
い
た
。
尚
、
菊
地
先
生

の
業
績
は
現
在
の
緊
急
地
震
速
報
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
。

⑥　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
双
方
向
授
業

の
実
施

　

研
究
開
発
課
題
に
、
遠
隔
地
の
大
学
と
の
効
果
的
な

連
携
方
法
に
つ
い
て
の
研
究
を
掲
げ
て
お
り
、
そ
の
研

究
方
法
の
一
環
と
し
て
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
双
方
向
授
業
の
実
施
を
行
っ
た
。
平
成
一
六
年
度

に
は
岩
手
大
学
教
育
学
部
数
学
教
育
・
沼
田
稔
教
授
に

よ
る「
ゲ
ー
ム
の
中
の
確
率
」・「
だ
円
の
話
」（
図
９
）、一

七
年
度
に
は
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
環
境
教
育
課
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Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
は
平
成
十
四
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
、
国

（
文
部
科
学
省
）に
よ
る
教
育
研
究
開
発
で
、ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
略
称
で
あ
る
。

　

平
成
一
四
年
度
に
文
部
科
学
省
は
、
科
学
技
術
の
一

層
の
振
興
に
よ
る
「
科
学
技
術
創
造
立
国
」
を
実
現
す

る
た
め
の
人
材
育
成
と
、
青
少
年
を
は
じ
め
と
す
る
国

民
の
「
科
学
技
術
離
れ
」「
理
科
離
れ
」
を
防
ぐ
こ
と
な

ど
を
ね
ら
い
と
し
た
、「
科
学
技
術
・
理
科
大
好
き
プ
ラ

ン
」
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
最
大
の

施
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　

開
始
さ
れ
た
当
初
は
、
指
定
年
限
が
三
カ
年
で
、
課

題
研
究
や
数
学
・
理
科
に
重
点
を
置
い
た
授
業
を
実
施

し
、
高
校
と
大
学
と
の
効
果
的
な
連
携
方
法
に
つ
い
て

研
究
す
る
こ
と
が
、
各
指
定
校
に
課
せ
ら
れ
た
主
な
課

題
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
開
始
三
年
後
の
平
成
一
七
年
度

か
ら
は
、
指
定
年
限
が
五
カ
年
に
延
長
さ
れ
、
研
究
内

容
も
次
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ
た
。

①
観
察
・
実
験
等
を
通
じ
た
体
験
的
・
問
題
解
決
的
な

学
習
、
課
題
研
究
の
推
進 

②
高
等
学
校
及
び
中
高
一
貫
教
育
校
に
お
け
る
理
科
・

数
学
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

③
大
学
や
研
究
機
関
等
と
連
携
し
、
生
徒
が
大
学
で
授

業
を
受
講
、
大
学
の
教
員
や
研
究
者
が
学
校
で
授
業

を
行
う
な
ど
、
先
進
的
な
理
数
教
育
の
実
施

④
高
大
連
携
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
高
大
接
続
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
大
学
と
の
共
同
研
究
の
実
施

⑤
国
際
性
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
語
学
力
の
強
化

（
英
語
で
の
理
数
授
業
、
講
義
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
演
習
等
）

⑥
論
理
的
思
考
力
、
創
造
性
や
独
創
性
等
を
一
層
高
め

る
た
め
の
指
導
方
法
、
教
材
等
の
開
発

⑦
国
際
的
な
科
学
技
術
、
理
数
系
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
積

極
的
な
参
加

⑧
科
学
技
術
系
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
の
充
実

⑨
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
研
究
者
や
技
術
者
等
と
の
交
流
、

先
端
技
術
と
の
出
会
い
、
全
国
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
相
互
の
交
流
・
発
表　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

各
指
定
校
で
は
以
上
の
内
容
を
も
と
に
、
将
来
の
科

学
技
術
創
造
立
国
を
担
う
、
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
創

造
性
・
独
創
性
あ
ふ
れ
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
、
生
徒

と
地
域
の
実
態
に
即
し
た
研
究
開
発
課
題
を
設
定
し
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

指
定
校
数
は
平
成
一
四
年
度
に
二
六
校
で
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
今
年
度
は
一
二
五
校
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、

平
成
二
六
年
度
ま
で
に
は
二
〇
〇
校
ま
で
拡
大
す
る
予

定
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
報
道
に
よ
る
と
、「
事
業
仕
分

け
」
に
よ
っ
て
科
学
技
術
関
係
予
算
が
縮
減
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
予
算
は
昨
年
度
約
十
四
億
円
か

ら
今
年
度
は
二
〇
億
円
ま
で
増
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
国
と
し
て
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
対
す
る
評
価
や

期
待
が
大
変
大
き
い
こ
と
が
伺
え
る
。
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本
校
は
昭
和
四
四
年
の
理
数
科
設
置
以
来
、
県
内
の

理
数
教
育
の
中
心
校
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た
関

係
も
あ
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
開
発
開
始
発
表
後
直
ち
に
内

外
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
申
請
す
べ
き
、
と
い
う
声
が
高
ま
っ

て
い
た
。
そ
こ
で
、
平
成
一
四
年
度
に
指
定
を
受
け
る

べ
く
申
請
を
行
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
指
定
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
次
年
度
の
指
定

を
受
け
る
べ
く
、
一
年
か
け
て
申
請
準
備
を
行
い
、
晴

れ
て
平
成
一
五
年
度
指
定
二
六
校
の
中
の
一
校
と
し
て

採
択
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
三
カ
年
が
経
過
し
、
指
定
最
終
年
度
の
平
成

一
七
年
度
と
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
困
難
な
こ
と
も
あ
っ

た
も
の
の
、
課
題
研
究
内
容
の
向
上
、
理
数
科
の
活
性

化
な
ど
徐
々
に
成
果
が
現
れ
は
じ
め
た
。
ま
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ

を
経
験
し
た
理
数
科
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
是
非
Ｓ
Ｓ
Ｈ

を
継
続
し
て
欲
し
い
と
希
望
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
平
成
一
八
年
度
か
ら
二
期
目
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
を
申

請
し
、
採
択
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
指

定
通
算
八
年
目
、
二
期
目
指
定
の
最
終
年
度
で
あ
る
。
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①　

研
究
開
発
課
題

　

生
徒
の
自
然
科
学
へ
の
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
、

理
数
科
教
育
の
特
色
で
あ
る
「
課
題
研
究
」
の
充
実
を

は
か
る
た
め
次
の
よ
う
に
研
究
開
発
課
題
を
設
定
し
た
。

「
将
来
の
科
学
技
術
創
造
立
国
を
担
う
、
世
界
を
視
野

に
入
れ
た
創
造
性
・
独
創
性
に
あ
ふ
れ
る
人
材
の
育
成

を
め
ざ
し
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
等
に
よ
り
、

遠
隔
地
に
あ
る
大
学
・
研
究
機
関
等
と
の
連
携
を
深
め
、

生
徒
の
興
味
・
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
理
数
系
科
目
を

重
視
し
た
教
育
課
程
及
び
指
導
方
法
に
関
す
る
研
究
開

発
。」
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）。
１６
　

平
成
一
九
年
度
か
ら
の
く
く
り
募
集
実
施
に
伴
い
、

平
成
一
八
年
度
ま
で
理
数
科
一
年
生
を
対
象
に
実
施
し

て
い
た
「
県
内
の
研
究
機
関
に
お
け
る
生
徒
実
験
」
を

拡
大
し
、
一
学
年
全
員
二
八
〇
名
全
員
を
対
象
に
し
た

岩
手
大
学
・
岩
手
県
立
大
学
訪
問
実
習
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
岩
手
大
学
・
岩
手
県
立
大
学
の
全
学
部
か
ら
の

協
力
の
も
と
、
一
年
生
全
員
が
二
十
程
度
の
テ
ー
マ
に

分
か
れ
て
実
習
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
実
習
テ
ー
マ
に

は
、「
き
れ
い
な
水
を
守
ろ
う
！－

水
の
硬
度
測
定
―
」

（
図　

）
の
よ
う
に
純
粋
な
自
然
科
学
系
テ
ー
マ
を
中

１７

心
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
科
学
し
よ
う
」（
図　

）「
ヒ
ト
の

１８

体
と
動
き
を
知
る
」（
図　

）
な
ど
広
く
�
サ
イ
エ
ン

１９

ス
�
の
お
も
し
ろ
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

テ
ー
マ
設
定
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
実
習
を

と
お
し
て
、
生
徒
達
の
科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め

る
と
共
に
、
大
学
の
研
究
室
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と
で
、

進
路
意
識
の
高
揚
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
二
一
年
度
か
ら
理
数
科
二
年
生
に
お
い

て
、
岩
手
医
科
大
学
研
修
を
開
始
し
た
。
科
学
技
術
系

の
研
修
に
加
え
、
生
命
や
倫
理
観
に
関
す
る
研
修
を
充

実
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。午
前
中
に「
生
命
倫
理
」と「
医

学
」に
関
す
る
講
義
を
受
け
、午
後
は
医
学
部
・
歯
学
部
・

薬
学
部
の
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
実
習
を
行
っ
た
。

　

更
に
、
平
成
二
二
年
度
に
は
、
課
題
研
究
の
研
究
方

法
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
の
た
め
に
、
毎

年
八
月
に
横
浜
で
行
わ
れ
て
い
る
全
国
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
生
徒
研
究
発
表
会
に
参
加
し
た
。

レ
ベ
ル
の
高
い
全
国
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
の
課
題
研
究
の
内
容
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
直
接
観
て
学
ん
だ
こ

と
で
、
生
徒
達
の
課
題
研
究
へ
の
意
欲
が
一
段
と
高
ま

っ
た
。

⑤　

講
演
会
・
特
別
講
義

　

第
一
期
と
同
様
、
多
く
の
生
徒
を
対
象
に
科
学
へ
の

興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
、
全
校
生
徒
あ
る
い
は
一
・

二
年
生
を
対
象
に
講
演
会
を
行
っ
た
。
平
成
二
〇
年
度

に
は
、
超
伝
導
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
本
校
卒
業
生

の
筑
波
大
学
門
脇
和
男
教
授
（
図　

）、
平
成
二
二
年
度

２０

に
は
テ
レ
ビ
出
演
で
有
名
な
本
校
卒
業
生
の
立
命
館
大

学
及
川
清
昭
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
（
図　

）。
２１

　

ま
た
、
二
年
生
の
理
数
科
・
普
通
科
理
系
生
徒
を
対

象
に
、様
々
な
分
野
の
研
究
者
を
招
い
て
特
別
講
義（
出

前
授
業
）
を
実
施
し
、
最
先
端
研
究
に
つ
い
て
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
、
進
路
意
識
を
深
め
た
。

⑥　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
双
方
向
授
業
の

実
施

　

平
成
一
九
年
度
に
、
国
立
天
文
台
水
沢
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
観

測
所
（
現
水
沢
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
観
測
所
）
と
国
立
天
文
台
ハ

ワ
イ
観
測
所
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
結
ん
で
、
林

左
絵
子
准
教
授
に
よ
る
「
す
ば
る
望
遠
鏡
で
探
そ
う
、

第
二
の
地
球
」
と
題
し
た
授
業
を
実
施
し
た
（
図　

）。
２２

⑦　

東
北
地
区
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
合
同
発
表
会
の
実
施

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
が
徐
々
に
増
加
し
、
地
域
ご
と
に
合

同
発
表
会
や
交
流
会
な
ど
が
活
発
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
東
北
地
区
で
は
動
き
が
鈍
く
、

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
東
北
地
区
内
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活

動
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
一
八
年
度
に
福
島
県
立
相

馬
高
等
学
校
が
（
社
）
水
環
境
学
会
と
の
共
催
で
企
画

を
行
い
、
八
戸
北
高
等
学
校
と
本
校
が
参
加
し
第
一
回

東
北
地
区
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
合
同
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。

翌
一
九
年
に
は
本
校
が
主
管
校
・
会
場
校
と
な
り
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
み
に
よ
る
合
同
発
表
会
・
交
流
会
が
開

始
さ
れ
た（
図　

）。
そ
の
後
も
東
北
地
区
指
定
校
の
持

２３

ち
回
り
で
、
参
加
校
数
や
規
模
が
拡
大
さ
れ
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
。

⑧　

全
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
実
施

　

当
初
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
は
各
校
で
の
先
進
的
な
理
数
教
育

の
取
り
組
み
を
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
に
理
数
教
育
の
拠
点
校
と
し
て
の
役
割

も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
全
国

的
な
規
模
で
の
共
同
研
究－

全
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム－

の
取
り
組
み
の
支
援
も
始
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
、
平
成
二
〇
年
度
に
本
校
が
幹
事
校
と
な
っ
て

「
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
の
遺
伝
的
多
様
性
に
関
す
る
研

究
」
を
東
北
地
区
指
定
校
の
共
同
研
究
で
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
翌
二
一
年
度
か
ら
は
全
国
規
模
で
の
共

同
研
究
に
拡
大
し
た（
図　

）。
今
年
度
は
全
国
一
四
校

２４

と
連
携
し
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

��

�
�
�
�

　

今
年
度
三
年
生
生
徒
の
感
想
を
あ
げ
る
と

（
理
数
科
生
徒
）
一
つ
一
つ
が
貴
重
な
経
験
ば
か
り
で
、

大
学
に
行
っ
た
の
も
、
科
学
の
最
先
端
の
技
術
が
つ
ま

っ
た
施
設
に
行
け
た
こ
と
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
興
味
が
も
て
、
自

分
の
視
野
も
広
が
っ
た
と
思
う
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
経
験

で
き
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
う
し
、
調
べ
る
力
、
表

現
す
る
力
が
身
に
つ
き
、
今
振
り
返
る
と
絶
対
に
自
分

に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

（
理
数
科
生
徒
）
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で

���

程
・
河
田
裕
樹
教
授
に
よ
る
「
化
学
か
ら
み
た
『
光
と

環
境
』」
を
そ
れ
ぞ
れ
二
週
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。

⑦　

理
数
系
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加

　

課
題
研
究
や
科
学
部
で
の
研
究
の
成
果
を
理
数
系
コ

ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
成
果
を
上
げ
た
。
全
国
規
模
で

の
入
賞
は
平
成
十
六
年
度
の
科
学
部
に
よ
る
「
ど
こ
か

ら
き
た
の
メ
ダ
カ
ち
ゃ
ん
〜
遺
伝
子
で
岩
手
メ
ダ
カ
の

ル
ー
ツ
を
探
る
〜
」
が
日
本
学
生
科
学
賞
中
央
審
査
入

選
三
等
、
一
七
年
度
は
理
数
科
課
題
研
究
「
自
然
は
何

を
も
た
ら
し
た
か
〜
バ
ラ
・
カ
ヤ
に
含
ま
れ
る
香
り
成

分
の
研
究
」
が
日
本
学
生
科
学
賞
中
央
審
査
入
選
二
等

を
受
賞
し
た
（
図　

）。
１０
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①　

研
究
開
発
課
題

　

第
一
期
の
課
題
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
更
に
情
報
発
信

能
力
と
国
際
性
の
強
化
を
加
え
て
、
次
の
よ
う
に
設
定

し
た
。

  
「
独
創
的
・
創
造
的
な
研
究
の
遂
行
と
国
際
的
に
情

報
発
信
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
理
科
・
数
学
・
情
報

を
重
視
し
た
教
育
課
程
及
び
指
導
方
法
、
並
び
に
、
遠

隔
地
の
大
学
や
研
究
機
関
と
の
効
果
的
な
連
携
方
法
や

課
題
研
究
を
通
じ
て
の
高
大
接
続
の
在
り
方
に
関
す
る

研
究
開
発
。」

②　

対
象
学
級

　

再
指
定
一
年
目
の
一
八
年
度
に
つ
い
て
は
、
第
一
期

と
同
様
に
理
数
科
を
主
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。

　

本
校
で
は
か
ね
て
か
ら
、
対
象
学
級
の
拡
大
し
、
を

検
討
し
て
い
た
が
、
一
九
年
度
か
ら
普
通
科
と
理
数
科

の
く
く
り
募
集
（
一
括
募
集
）
が
開
始
さ
れ
る
の
に
伴

い
、
一
九
年
度
か
ら
は
一
学
年
全
員
を
主
対
象
と
拡
大

し
た
。
二
・
三
年
生
は
従
来
の
と
お
り
理
数
科
を
主
対

象
と
し
、
講
演
会
な
ど
で
は
普
通
科
理
系
生
徒
も
対
象

と
し
た
。

③　

学
校
設
定
科
目

　

第
一
期
で
は
「
科
学
総
合
」・「
科
学
特
講
」・「
科
学

英
語
」
の
三
科
目
を
設
置
し
た
が
、
本
校
で
の
取
り
組

み
を
指
定
校
以
外
に
も
普
及
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
整
理

し
て
「
科
学
特
講
」・「
科
学
英
語
」
の
二
科
目
と
し
た
。

○
科
学
特
講
（
一
〜
三
年
各
二
単
位
）

　

一
年
生
で
は
一
九
年
度
か
ら
全
員
を
対
象
と
拡
大
し

た
関
係
で
、
内
容
を
大
き
く
変
更
し
た
。
文
系
志
望
者

も
含
め
た
生
徒
に
も
効
果
が
あ
り
且
つ
科
学
的
な
視
点

を
育
成
す
る
た
め
に
、
授
業
の
ね
ら
い
を

・
科
学
、
科
学
技
術
へ
の
興
味
・
関
心
の
高
揚

・
科
学
的
視
点
の
涵
養

・
基
礎
的
な
科
学
的
研
究
手
法
の
習
得

・
情
報
発
信
マ
ナ
ー
や
技
術
・
態
度
の
育
成

と
し
た
。
表
７
に
概
要
を
示
す
。
特
に
も
、
平
成
二
〇

年
度
に
は
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
全
国

で
初
め
て
の
「
情
報
モ
ラ
ル
」
特
別
授
業
を
実
施
し
た

（
図　

）。
こ
れ
は
、昨
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
プ
ロ
フ

１０

ィ
ー
ル
サ
イ
ト
（
プ
ロ
フ
）
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を

防
ぐ
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
、
実
際
に
教

室
内
限
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
教
室
内
限
定

の
携
帯
電
話
を
使
用
し
、
実
習
を
通
し
な
が
ら
学
ん
だ
。

　

二
年
生
で
は
、
課
題
研
究
を
実
施
し
た
。
平
成
二
〇

年
度
か
ら
は
一
〇
月
に
中
間
発
表
会
を
実
施
し
、
研
究

に
対
す
る
中
間
指
導
を
受
け
、
そ
れ
を
も
と
に
一
月
の

最
終
発
表
会
に
む
け
て
の
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
一

九
年
度
以
降
の
課
題
研
究
テ
ー
マ
は
表
８
の
通
り
で
あ

る
。
超
伝
導
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
、
ボ

ル
ボ
ッ
ク
ス
や
ア
ブ
ラ
ナ
科
植
物
に
関
す
る
研
究
な
ど
、

先
輩
の
研
究
を
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
研
究
も
出
て
き

た
。

　

三
年
生
で
は
第
一
期
と
同
様
、
二
年
次
に
実
施
し
た

課
題
研
究
内
容
を
論
文
と
し
て
ま
と
め
、
外
部
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
行
っ
て
い
る
。

○
科
学
英
語
（
一
年
二
単
位
・
二
年
二
単
位
・
三
年
四

単
位
）

　

一
年
生
で
は
全
ク
ラ
ス
で
、「
顕
微
鏡
の
使
い
方
」
と

「
重
力
加
速
度
の
測
定
」
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
英
語
教
員
・
理

科
教
員
の
協
力
で
実
施
し
（
図　

）、
そ
の
後
英
語
プ
レ

１２

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ま
と
め
、
発
表
を
行
い
Ａ
Ｌ

Ｔ
か
ら
指
導
を
受
け
た
。（
図　

）
１３

　

二
年
生
で
は
「
金
属
の
比
熱
測
定
」
の
英
語
実
験
を

行
っ
た
。
ま
た
普
通
科
理
系
生
徒
も
対
象
に
英
語
講
演

会
を
実
施
し
た
（
表
９
）。

　

三
年
生
で
は
、
二
年
時
の
課
題
研
究
内
容
の
英
語
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
た
。

④　

外
部
で
の
研
修

　

外
部
で
の
研
修
を
表　

に
ま
と
め
る
。
第
一
期
と
同

１０

様
夏
季
休
業
中
は
理
数
科
二
年
生
が
筑
波
大
学
や
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
（
図　

）、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波

１４

宇
宙
セ
ン
タ
ー
（
図　

）
な
ど
で
の
研
修
を
継
続
し
て

１５

い
る
。

　

ま
た
、
一
・
二
年
生
希
望
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
「
岩
手
大
学
に
お
け
る
継
続
的
生
徒
実
験
」
も
理
数

科
二
年
生
の
課
題
研
究
テ
ー
マ
に
リ
ン
ク
し
た
物
理
・

化
学
・
生
物
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
実
施
し
て
い
る
（
図
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内　　　　　　　　　　　　容時　期

���������	

４月～６月

　①顕微鏡・ミクロメーターの使い方（生物分野）

　②イカの解剖（生物分野）

　③赤ワインの蒸留（化学分野）

　④物質の密度測定・オシロスコープによる時間測定（物理分野）

　⑤プレゼンテーションソフト実習（情報分野）

��������	
���

６月～７月

　実施した基礎実験の中から１つ実験を選びプレゼンテーションを作成する。

��������	
���
��
７月～１１月

　作成した日本語プレゼンテーションから英語プレゼンテーションを作成し、発表会を実施する。

�������
１１月～２月

　２年生末まで実施する課題研究のテーマを設定し、研究計画を策定する。計画策定次第研究を開始
　する。

��������	
��
������������

テ　　　ー　　　マ分野年度

フラクタル次元とペアノ曲線数学

平
成
一
五
年
度

ダイヤモンド製作
物理

ロボット製作

石けん水について

化学 燃料電池

ケミカルガーデン・金属樹

淡水生物の耐塩性

生物 カエルのけろけろ計画

植物成長への影響を及ぼす成分について

黄金比について数学

平
成
一
六
年
度

ダイヤモンドの製作

物理
超伝導物質の製作

液滴について

ライントレーサーの製作

色素増感型太陽電池について化学

テ　　　ー　　　マ分野年度

天然香料について化学
平
成
一
六
年
度

細菌性粘菌の研究

生物 藻類の亜硝酸型窒素の浄化作用について

ポテトベリーを目指して～組織培養～

和算、算額について
数学

平
成
一
七
年
度

魔方陣の研究

超音波について

物理
光速度について

スターリングエンジンについて

超伝導について

天然香料成分について

化学 酸と塩基の反応

コーラは本当に体に悪いの？

アサガオの短日処理
生物

浄化作用について

���

難
し
す
ぎ
て
興
味
が
な
か
っ
た
こ
と
に
少
し
で
も
興
味

が
も
て
た
り
、
自
分
の
進
路
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

実
際
に
研
究
施
設
を
見
学
し
た
り
、
実
験
し
た
り
、
話

を
聞
く
こ
と
で
様
々
な
進
路
の
選
択
肢
が
増
え
、
よ
り

学
習
に
対
す
る
意
欲
も
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
体
験
し

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
是
非

今
後
も
続
け
て
欲
し
い
。

（
理
数
科
生
徒
）
い
ろ
ん
な
所
に
行
っ
て
い
ろ
ん
な
人

の
考
え
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
分
の
考
え
方
、

世
界
が
広
が
っ
た
。
様
々
な
人
の
考
え
方
や
や
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
研
究
、
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

い
い
経
験
に
な
っ
た
。

（
普
通
科
文
系
生
徒
）
自
分
は
文
系
志
望
だ
っ
た
の
で

正
直
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
は
あ
ま
り
気
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、

実
際
体
験
し
て
み
る
と
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
や
知
ら
な

か
っ
た
研
究
に
つ
い
て
今
ま
で
よ
り
は
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
の
得
意
・
不
得
意
で
は
な
く
し
っ
か
り

今
後
を
考
え
て
の
文
理
選
択
を
し
よ
う
と
思
え
た
。

（
普
通
科
文
系
生
徒
）
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
よ
り
自
分
が
理

系
に
向
い
て
い
る
か
向
い
て
い
な
い
か
分
か
る
し
、
文

系
で
も
理
系
の
知
識
に
関
し
て
基
礎
的
な
知
識
を
養
う

こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
普
通
の
座
学
よ
り
理
系
の
考

え
に
親
し
み
や
す
く
、
文
系
の
人
で
も
興
味
を
持
っ
て

理
系
に
進
む
人
も
出
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

（
普
通
科
文
系
生
徒
）
文
系
だ
か
ら
こ
そ
学
ぶ
機
会
の

な
い
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
実
習
・
講
演
・
学
習
を
通
し
て
新
た

な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
様
々
な
見
地
か
ら
物
事
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
普
通
科
理
系
生
徒
）
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
よ
り
高
度
な
最
先
端

技
術
の
一
端
に
触
れ
、
刺
激
を
受
け
る
こ
と
で
学
習
意

欲
が
高
ま
り
、
科
学
に
対
し
て
の
興
味
も
深
ま
っ
た
。

（
普
通
科
理
系
生
徒
）
実
際
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
人

の
話
を
聞
い
て
、
大
変
さ
や
や
り
が
い
の
大
き
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。

（
普
通
科
理
系
生
徒
）
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
に
よ
り
し
ぜ
ん
と

研
究
職
や
高
い
志
を
持
っ
て
職
に
就
き
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
経
験
は
広
く
生
徒
達
の

科
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
探
求
す
る
力
・
研
究

す
る
能
力
を
育
成
し
、
普
段
の
学
習
へ
の
意
欲
や
進
路

意
識
の
高
揚
さ
せ
る
な
ど
好
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

学
校
全
体
と
し
て
も
理
数
科
の
活
性
化
や
学
校
の
特
色

作
り
な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
。
一
学
年
全
体
を
対
象
と

す
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
よ
り
全
校
生
徒
個
々
の
科
学
的
リ
テ
ラ

シ
ー
を
高
め
、
科
学
に
興
味
・
関
心
の
高
い
生
徒
の
裾

野
を
広
げ
、
理
数
科
で
の
課
題
研
究
を
充
実
さ
せ
、
将

来
の
日
本
を
担
う
科
学
技
術
系
人
材
育
成
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。
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講　　　　　師演　　　　　題

岩手大学工学部 
　佐　藤　　　劉　教授

未来社会をつくる化学
　　－２１世紀岩手大学の挑戦－

１０／４（土）

平
成
一
五
年
度

岩手大学農学部
　三　浦　　　靖　助教授

食べ物の「さいえんす」
　　－モノ創りの楽しさと夢－

岩手県立大学ソフトウエア情報学部
　王　　　家　宏　教授電子メールの危険性とその対策

１１／２２（土）
岩手県立大学看護学部
　土　屋　陽　子　教授ケアの心とコミュニケーション

岩手医科大学医学部 
　澤　井　高　志　教授我が国（岩手県）における遠隔医療の現状について

１２／６（土）
東北電力㈱
　稲　葉　健　夫　氏（本校卒業生）原子力という技術について

東北大学大学院工学研究科
　福　永　久　雄　教授航空宇宙開発の現状と将来

６／１９（土）

平
成
一
六
年
度

東北大学大学院農学研究科
　吾　妻　行　雄　助教授海の中の植物と動物のつながり

東北大学大学院理学研究科
　大　野　公　一　教授サイエンスを楽しもう（基礎化学分野）

岩手大学教育学部
　小宮山　晴　夫　　助教授曲面の分類－多面体作りを通して－

１１／２０（土） 岩手大学工学部 
　佐　藤　　　瀏　　教授研究をはじめるには（基礎化学分野）

岩手大学農学部 
　大　澤　健　司　　助教授動物の産婦人科医に求められるもの

岩手医科大学医学部
　齊　藤　和　好　　教授末期医療について

１２／１８（土） 岩手県立大学ソフトウェア情報学部
ベッド・バハドゥール・ビスタ　 助教授携帯電話は安くなるのでしょうか？

岩手県立大学看護学部
　井　上　都　之　　講師看護学とは何であるか

国立天文台水沢観測所
　佐々木　　　晶　　教授宇宙探査が明らかにする火星

６／１８（土）

平
成
一
七
年
度

岩手県立大学看護学部
　井　上　都　之　　講師薬学部の将来、天然資源と薬

東北大学大学院環境科学研究科 
　榎　本　兵　治　　教授エネルギー環境問題

岩手大学総合政策学部
　佐　野　嘉　彦　教授

宇宙（そら）からの視点
　　－人の目から鳥の目、そして・・・－

１１／１９（土） 岩手大学農学部 
　黒　田　榮　喜　教授

寒冷地水稲の安定生産および品質・食味向上に果た
した品種改良の役割

岩手大学人文社会科学部
　山　内　茂　雄　助教授Ｘ線で探る宇宙の姿

東京大学分子細胞生物学研究所
　内　宮　博　文　教授高校生のためのバイオテクノロジーの現状と将来

１２／１７（土） 岩手大学教育学部 
　川　田　浩　一 　助教授

整数論の話題から 
　　－ワーリング問題などについて

岩手医科大学医学部 
　青　木　康　博　教授ＤＮＡ鑑定－－原理，能力，限界
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内　　　　　　容時　期

�������

４月～６月

　①著作権について

　②個人情報の保護について

　③情報の収集と発信

　④「情報モラル」特別授業

��������	
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内　　　　　　容時　期

　⑤「パワーポイント」・「エクセル」実習４月～６月

��������	
��
�
６月～７月

　平均値・偏差・分散・χ２検定・t 検定

������������	
�
７月～１１月

　①事前学習
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講　　　　師テ　　　ー　　　マ

マサチューセッツ工科大学
　岩　佐　幸　和　教授超伝導磁石工学入門平成１５年度

マンチェスター工科大学
　マイケル・アンダーソン　教授ナノサイズ多孔体の形態平成１６年度

マーケット大学
　マイケル・シュラッピ　准教授植物の分子生物学における遺伝子組換え技術の役割平成１７年度

��������	
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対象生徒機　関・内　容名称・期間年度

理数科２年生全員理化学研究所
日本科学未来館

理数科２年関東研修
（８／４～５）

１５年度

理数科１年生全員福島県磐梯山フィールドワーク
（８／６～８）

理数科１年生全員
岩手生物工学研究センター・岩手県農業研究センター・岩
手県工業技術センター・岩手県環境保健研究センター・岩
手県先端科学技術研究センター

県内研究機関での研
修（１１／７）

１・２年希望者

物理コース…「センサー回路及びそれを用いたワンチップ
マイコンによるモーター制御の学習」
化学コース…「光の色と物の色のちがい・分析機器を使っ
て物質を探そう」
生物コース…「ザゼンソウの体温調整メカニズムを探る」

岩手大学における継
続的生徒実験
（９／６・２０）

理数科２年生全員

����筑波宇宙センター
食品総合研究所・農業生物資源研究所・農業環境技術研究
所・農業工学研究所・森林総合研究所
国立環境研究所・建築研究所 
高エネルギー加速器研究機構

筑波研修（８／９～１１）

１６年度

理数科１年希望者福島県磐梯山フィールドワーク
（７／３０～８／１）

理数科１年生全員
岩手生物工学研究センター・岩手県農業研究センター
岩手県工業技術センター・岩手県環境保健研究センター・
岩手県先端科学技術研究センター

県内研究機関での研
修（１１／７）

１・２年希望者

物理コース…「目に見えないものを測る」
化学コース…「光を使って調べる・光の色と物の色のちが
い」 
生物コース…「モデル生物・細胞性粘菌の生活環および自
家蛍光の観察」

岩手大学における継
続的生徒実験
（９／１８・１０／２）

理数科２年生全員
����筑波宇宙センター
高エネルギー加速器研究機構
日本科学未来館

筑波方面研修
（８／１～３）

１７年度

理数科１年生全員秋田県森吉山フィールドワーク
（８／２～８／４）

理数科１年生全員
岩手生物工学研究センター・岩手県農業研究センター
岩手県工業技術センター・岩手県環境保健研究センター・
岩手県先端科学技術研究センター

県内研究機関での研
修（１０／３）

１・２年希望者

物理コース…「エンジンについて」
化学コース…「高分子化合物を合成しその性質を調べよ
う！」 
生物コース…「光る植物ウイルスを使って、ウイルスの感
染・移行・分布を調べる」

岩手大学における継
続的生徒実験
（９／１７・１０／１）

�������������������

対象生徒講　　　師演　　　題年　度

１年全員
２年普通科理系・理数科 
３年理数科

東京大学 
　小　柴　昌　俊　名誉教授物理屋になりたかったんだよ平成１５年度

２年普通科理系・理数科高エネルギー加速器研究機構
小野正明　教授（本校卒業生）高エネルギー物理学とは何だろうか？

平成１７年度
全校生徒東京大学地震研究所 

藤井敏嗣　教授地震・火山研究の最前線
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テ　　　ー　　　マ分野年度

クエン酸添加の塩化ナトリウムの結晶構造

化学

平
成
二
二
年
度

リモネンの抽出と抗菌効果

ダイコンアミラーゼを用いた水あめ製法に関
する研究

テ　　　ー　　　マ分野年度

アブラナ科植物～形態に関する遺伝的解析～

生物

平
成
二
十
二
年
度

メダカの定位行動

ボルボックスの走性

�����������	������������

対象生徒機　関・内　容名称・期間年度

理数科２年生全員
ＪＡＸＡ筑波宇宙センター 
高エネルギー加速器研究機構
東京大学分子細胞生物学研究所

理数科２年関東研修
（７／３１～８／２）

１８年度
理数科１年生全員胆沢ダム及び大胡桃山周辺（胆沢町）フィールドワーク

（８／２）

１・２年生希望者
「超伝導について」（物理）
「燃料電池について」（化学） 
「イネ完熟種子からのカルスの誘導と遺伝子導入」（生物）

岩手大学における継
続的生徒実験
（９／１６・３０）

理数科１年生全員岩手県立農業大学校
岩手県工業技術センター・岩手県環境保健研究センター

県内研究機関での研
修（９／２５）

１・２年生希望者

「温度と光の計測」（物理）
「暮らしの中の界面活性剤―特に洗浄科学との関わりから
考える―」（化学）
「昆虫からの新規ペプチドによるがん細胞の増殖抑制実
験」（生物）

岩手大学における継
続的生徒実験
（６／１６・３０）

１９年度
理数科２年生全員

（物理・化学コース）高エネルギー加速器研究機構・筑波
大学応用理工学類体験入学
（生物コース）筑波大学遺伝子実験センター
（共通）筑波大学説明会

筑波研修
（７／３０～８／１）

１年生全員岩手大学（１５研究室）・岩手県立大学（７研究室）
岩手大学・岩手県立
大学訪問実習
（９／１２）

１・２年生希望者

「金属の電気伝導と超伝導現象」（物理）
「色の化学と水質分析への応用」（化学）
「葉緑体ＤＮＡから、ザゼンソウの生息地を割り出す」（生
物）

岩手大学における継
続的生徒実験
（６／２１～６／２８）

２０年度 理数科２年生全員

（共通）産業技術総合研究所 
（物理・化学コース）筑波大学応用理工学類体験
入学・高エネルギー加速器研究機構
（生物コース）筑波大学遺伝子実験センター・筑波農林研
究団地内研究所５カ所

筑波方面研修
（７／２７～２９）

１年生全員岩手大学（１１研究室）・岩手県立大学（１０研究史）
岩手大学・岩手県立
大学訪問実習
（９／１６）

１・２年生希望者

「風力発電、蓄電、各種エネルギー変換について」（物理）
「汚染水の浄化（活性炭による染料吸着実験」・「反応速度
を学ぶ」（化学）
「細胞性粘菌の観察およびエサとしての細菌の観察」（生
物）

岩手大学における継
続的生徒実験
（６／２０・２７）

２１年度
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講　　　　師テ　　　ー　　　マ

東京工業大学 
　ファハス　ブラハ　博士初期地球大気表層環境を決めた酸化還元反応の実験的研究平成１８年度

岩手大学農学部 
　ラーマン　アビドール　博士突然変異の研究による遺伝子機能の特定平成１９年度

岩手大学大学院生（博士課程１名・修士課程２名）３名による講演平成２０年度

国立天文台 
　サンダー　ホーセンス　博士「宇宙探査：太陽系の衛星」平成２２年度

���

��������	
��
������������

テ　　　ー　　　マ分野年度

相対性理論数学

平
成
一
八
年
度

電波について

物理
弦の固有振動と長さ、張力、弦の太さの関係

スターリングエンジンの研究

超伝導の抵抗率測定

燃料電池
化学

界面活性剤と天然成分による洗浄力の評価

ボルボックスの培養に関する諸環境の影響

生物 環境の変化におけるメダカの色素胞の凝集と
拡散

ファイトケミカルの抗カビ作用について

電磁誘導による振動の研究地学

ＯＲＩＧＡＭＩＣＳ

数学

平
成
一
九
年
度

数練―敷き詰めた整数から図形が浮かび上が
る
ＷＨＡＴ　ＩＳ　ＣＨＡＯＳ 
～二重振り子とロール状パイこね変換について～

異なる物理現象の共通性について

物理
金属パイプの振動数

動力としてのスターリングエンジン

超伝導について

燃料電池について

化学 「砂糖」の正体を探る

オレイン酸ナトリウムを用いたセッケンの洗
浄効果の検討

ボルボックスの培養に関する諸環境の影響Ⅱ生物

πの計算数学

平
成
二
〇
年
度

光のスペクトル

物理
放射線の測定法

風力発電について

色素発電について

テ　　　ー　　　マ分野年度

超伝導の抵抗率測定物理

平
成
二
〇
年
度

ミョウバンの性質

化学
スクロースの正体を探る

「ブラウン運動」の研究

界面活性剤の分解性に関する研究

ボルボックスの培養に関する諸環境の影響Ⅲ

生物 キイロタマホコリカビを用いた浄化作用につ
いて

環境変化に伴うミジンコの体色変化について

正�角形のつくれる凸面体数学

平
成
二
一
年
度

����言語情報

スターリングエンジンについて

物理

風力発電について

ペットボトルロケットについて

色素増感型太陽電池

超伝導の抵抗率測定

昆布からグルタミン酸を抽出する

化学 時計反応について

振動反応について

ボルボックスについて

生物 アブラナ科植物の遺伝的解析

細胞性粘菌について

水沢高校地下の堆積構造地学

数の規則性を探る
～「数独」について考察～数学

平
成
二
二
年
度

耐震構造について

物理

����ハープ 
～グラスハープの形状の差異による振動特性の解明～

超電導～電気抵抗測定の工夫と線材活用～

津波の発生原理と検証

内　　　　　　容時　期

　②実習当日

７月～１１月 　③実習のまとめ・ポスター作成・ポス
　　ター発表

������

内　　　　　　容時　期

　①英語理科実験の実施

１１月～２月 　②英語でのレポート作成

　③英語プレゼンテーション作成・発表
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講　　　　　師演　　　　　題

岩手大学人文社会科学部
　飯　田　雅　人　助教授自然界における１２０°の役割

１２／１６（土）

平
成
一
八
年
度

岩手大学工学部
　平　塚　貞　人　助教授身の回りの金属の性質と鋳造品作り方

岩手医科大学医学部
　佐　藤　洋　一　教授生命現象を“観る”科学

国立一関工業高等専門学校 
　佐　藤　清　忠　教授衛星画像や地形画像で地域環境を分析する

９／１５（土）

平
成
一
九
年
度

国立天文台水沢ＶＥＲＡ観測所
　小　林　秀　行　所長

宇宙を測定する 
－ＶＥＲＡ計画による銀河系の地図つくり－

岩手医科大学医学部
　前　澤　千　早　准教授

細胞のがん化と治療薬の開発プロセス
－生命科学の勧め－

岩手大学人文社会科学部
　三　浦　康　秀　教授フラクタルの数理

１１／１７（土） 岩手大学工学部
　大川井　宏　明　教授

高齢化社会における福祉工学に対する期待 
－高齢者・障碍者の生活支援と健康見守り－

岩手大学農学部
　平　野　紀　夫　准教授

私の研究生活 
－コロナウィルスの研究－

岩手県立大学ソフトウェア情報学部
　加　藤　貴　司　講師インターネットセキュリティー入門

１２／１５（土） 岩手県立大学看護学部 
　上　林　美保子　准教授看護における様々な可能性

北里大学水産学部
　酒　井　隆　一　教授海洋生物に薬を求めて

東北大学多元物質科学研究所
　佐　藤　次　雄　教授

エネルギー・環境・健康材料としてのナノフォトセ
ラミックス

９／１３（土）

平
成
二
〇
年
度

北里大学海洋生命科学部
　奥　村　誠　一　准教授意外とおもしろいナマコの生物学

岩手医科大学薬学部 
　畠　中　　　稔　教授薬はどのようにして作られるか

岩手大学教育学部
　小宮山　晴　夫　准教授曲面の分類

１１／１５（土） 岩手大学地域連携推進センター
　土　井　宣　夫　客員教授自然災害における想定外の現象

岩手大学農学部
　三　浦　　　靖　准教授

食の安全と安心
－科学的根拠に基づいて－

総合研究大学院大学 ･国立天文台
　大　江　昌　嗣　名誉教授宇宙・その不思議にふれる

１２／１３（土） 岩手県立大学ソフトウェア情報学部
　児　玉　英一郎　講師次世代���への展望と課題

岩手県立大学盛岡短期大学部
　千　葉　俊　之　教授食品の履歴書（表示）を読む

東北大学大学院工学研究科
　藤　原　　　巧　教授

進化するガラスと光科学～光ファイバから「光の粒」
の操作へ～

９／２６（土）

平
成
二
一
年
度

北里大学海洋生命科学部
　中　村　　　修　准教授胎生という謎～オキタナゴに見る胎生の進化～

帝人ファーマ㈱製薬技術研究所
　野　里　久　江　研究員　

企業人より高校生の皆さんへ～薬ができるまで＆大
学生活＆社会人生活を覗いてみよう

岩手大学地域連携推進センター
　小　川　　　薫　准教授

さまざまな人と研究とに出会って～学生時代から現
在までの研究生活を振り返って～

１１／２８（土） 岩手大学農学部　
　横　井　修　司　准教授

植物が花を咲かせる仕組み
岩手大学農学部

㈱アスベストセーフネット
　佐々木　一　弘　代表取締役

高校から会社起業までの経験から伝えたいこと～大
学とは・地球科学とは・学生生活とは～

岩手医科大学医学部
　山　内　広　平　准教授インフルエンザとヒトの防御システム

１２／１２（土） 岩手県立大学ソフトウエア情報学部
　新　井　義　和　准教授ＥＴロボコンとその技術課題

岩手県立大学看護学部
　千　田　睦　美　講師看護する人、看護される人

東北大学大学院理学研究科
　雪　江　明　彦　教授整数論的な対象のパラメータ化

１０／２３（土）

平
成
二
二
年
度

東北大学大学院環境科学研究科
　境　田　清　隆　教授地球温暖化と異常気象

北里大学海洋生命科学部 
　神　保　　　充　准教授化学物質を用いたサンゴの生存戦略

���

対象生徒機　関・内　容名称・期間年度

理数科２年生全員

（共通）ＪＡＸＡ筑波宇宙センター・産業技術総合研究所
（物理・化学コース）筑波大学応用理工学類体験入学・高
エネルギー加速器研究機構
（生物コース）中央農業総合研究センター��農業生物資源
研究所

理数科２年関東研修
（６／１６・３０）

２１年度 １年生全員岩手大学（１０研究室）・岩手県立大学（１０研究室）
岩手大学・岩手県立
大学訪問実習
（９／１６）

理数科２年生全員

（講義）「生命倫理学」「医用画像の進歩」「細胞生物学の
進歩」 
（実習）「脳科学研究入門」「再生歯科医療研究入門」「内
視鏡外科体験コース」「タンパク質の構造解析」「�������
の最前線」「視覚電気生理入門コース」

岩手医科大学研修
（９／２４）

１・２年生希望者

「スピーカ放射音の干渉と音に関するテブナンの定理の検
証」（物理） 
「ナノ結晶から発光結晶まで、様々な方法で結晶を作る」
（化学）
「ＤＮＡを抽出して遺伝子を増やす」（生物）

岩手大学における継
続的生徒実験
（６／１９・２６）

２２年度

理数科２年生全員

（共通）����筑波宇宙センター
（物理・化学コース）高エネルギー加速器研究機構・産業
技術総合研究所 
（生物コース）筑波大学遺伝子実験センター

筑波研修
（７／２７～７／２９）

理数科２年生希望
者

日本科学未来館
ＳＳＨ生徒研究発表会

東京・横浜研修
（８／３～４）

１年生全員岩手大学（１２研究室）・岩手県立大学（８研究室）
岩手大学・岩手県立
大学訪問実習
（９／１６）

理数科２年生全員

（講義）「生命倫理」「医学の歴史」
（実習）「心臓・血管の仕組みについて考える」「脳科学研
究入門」「生体内の細胞の動きを観察するリアルタイムイ
メージング」「うまく細胞とつき合う法～細菌感染症から身
を守る法」「医薬品合成体験コース」「創剤学入門」

岩手医科大学研修
（９／２４）

�����������	
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対　象　生　徒講　　　　　師演　　　　　　題年度

１・２年全員東京大学 
　佐　藤　克　文　准教授

魚類から海生哺乳類まで動物の視点を通して
探る海洋環境１８

全校生徒　門　脇　和　男　教授
　　（本校卒業生）全校生徒

高く、もっと高く：常温超伝導の探求
筑波大学

１９
１年全員・理数科２年生北里大学海洋生命科学部・東京

大学海洋研究所の３名の教官「海洋生命科学シンポジウム」への参加

１・２年全員埼玉大学
　岡　部　恒　治　教授

「楽しく数学を！」
～遊びから数学へ、そして入試へ～２１

全校生徒東京大学
　山　下　　　了　准教授

宇宙の遺伝子・素粒子でさぐる大宇宙の進化 
～素粒子物理への誘い～

２２
１・２年全員立命館大学 

及川　清昭　教授（本校卒業生）
建築のフィールドワーク
世界の伝統的住居を探求する

��������	
���
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講　　　　　師演　　　　　題

ケニス㈱　大阪支店企画部長 
　米　谷　　　彰　氏実験バトル：エネルギーを楽しく理解６／１７（土）

平
成
一
八
年
度

岩手県立大学ソフトウエア情報学部
　蔡　　　大　維　助教授

情報シャワー！ユビキタス社会の赤外線と赤外線通
信

１１／１８（土） 岩手県立大学看護学部 
　井　上　都　之　講師看護と看護学の話

北里大学水産学部
　朝日田　　　卓　助教授

恐ろしくないサメの話と恋をする魚の話～生物多様
性と繁殖戦略～
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講　　　　　師演　　　　　題

岩手大学工学部 
　高　木　浩　一　准教授

自在に形を変えるエネルギー電気；環境、バイオ分
野への応用

１１／２７（土）
平
成
二
二
年
度

岩手大学工学部
　大　石　好　行　教授有機反応を用いる機能性材料の開発はおもしろい！

岩手大学農学部 
　安　　　　　嬰　講師昆虫の脱皮・変態を制御するホルモン

岩手医科大医学部
　高　橋　　　智　准教授認知症を理解する 

１２／１１（土） 岩手県立大学ソフトウエア情報学部
　齊　藤　義　仰　講師コンピュータネットワーク入門

岩手県立大学看護学部
　高　橋　有　里　講師注射技術を科学的にみる
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